
冬

号

特
集

No.172

私たちは"真に病院らしい病院"を目指します病 院 の 理 念

病院の基本方針
私たちは生命の尊厳と人権を尊重し、地域の皆様に信頼される病院であるよう努めます。
私たちは皆様に質の高い医療を提供するために知識・技術の向上に努めます。
私たちは感性をみがき、感謝の気持ちを大切に、皆様と感動を共有できるよう努めます。
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当院の透析医療の現状
1 多様な病状に対応した透析医療
オーバーナイト透析によるQOLの向上2
健康運動指導士による質の高い運動療法3
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対応した透析医療
多様な病状に

2|HarmonyWinter

1979年11月1日に腎臓病を専門とする病院として開院
した当院は、開設時から末期腎不全の血液浄化療法に
取り組んでおり、現在、120台の血液透析患者監視装置
で県内最多の約350名の患者さんの血液透析を行ってい
ます。
開院当初に腎不全の原因の大半を占めていた慢性糸
球体腎炎は、医学の進歩により治療可能な病気となり、透
析に至る患者さんは激減しております。
その一方で、糖尿病・動脈硬化といった生活習慣病に

よる透析患者さんが増加し、透析導入年齢の高齢化が
進んでいます。
当院では、このような透析患者さんの変化に対応して、
個々の患者さんに合った血液浄化療法を選択するよう心
がけています。

˔オーバーナイト透析
患者さんの数が減ったとはいえ、若くして血液透析を受

けないといけない患者さんは毎年のように発生しています。
体格がよく体の代謝の旺盛な働き盛りの患者さんでは

除去すべき老廃物の量も多く、従来の週3回4時間の透析
では血液浄化が不十分で、高リン血症、高血圧などの症
状に対し、飲み薬の追加で対処しているのが現状です。

最近、国内から週18時間以上の長時間透析を行うと、
透析合併症の改善、予後の改善が得られることが報告さ
れるようになっています。
こういった背景から、当院でも通常の透析枠を利用し
て週3回6時間の長時間透析を行い、高リン血症、高血圧、
腎性貧血が改善して、薬剤の減量が可能となった患者さ
んを経験してきました。ただ、そのような透析は、働き盛り
の患者さんでは時間的制約があり、実施可能な患者さん
が限られること、飲み薬は減量できますが、週24時間以
上の透析患者さんと比べると減量効果が劣る欠点も明ら
かになってきました。
そこで、当院では深夜の時間を利用した1回8時間（週
24時間）のオーバーナイト透析を2015年3月より試験的に
導入しました。
従来の透析と比べ、高リン血症、高血圧、腎性貧血の

改善が著しく、リン吸着薬、降圧剤、エリスロポエチン製
剤が、1回6時間透析の患者さんと比べても大幅に減量で
きることが分かってきました。
2017年春からは、実施可能なベッドを現在の4床から

順次増床して受け入れ患者さんを増やす予定です。働
き盛りで透析不足の患者さんを第一の候補に患者さんを
募っていく予定にしています。
一方で、長時間透析といえども、腎臓の機能としては
健康人の10～20％程度しか代行できておらず、健康人と
まったく同じ食生活ができるわけではありません。特に、
塩分やリン（特に食品添加物などの無機リン）については
注意が必要です。
また、夜間に透析を行うために、安全性を考慮して心
臓や脳に異常のある方は対象から外しています。
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さらに、長時間の透析によって老廃物だけでなく、栄養
素もある程度抜けてしまうのも長時間透析の特徴で、バラ
ンスよく十分量の栄養を摂取することも必要になってきます。

˔残腎機能を生かした週1～2回の
血液透析あるいは腹膜透析
かつて透析患者さんの大半を占めた慢性糸球体腎炎

は、血液をろ過する糸球体すべてが侵されるために尿が
まったく出なくなり、週3回の透析が必要でした。
最近増加している生活習慣病、高齢者の腎不全の患
者さんの中には、糸球体がある程度残存するために尿量
が保たれ、腎不全の進行速度がゆっくりである患者さん
がおられます。
また、高齢者では体の代謝が落ちて老廃物の産生量
が少なくなり、若い人ほど血液浄化を行わなくても体のバ
ランスを取ることができる特徴があります。
このような患者さんについては、いきなり週3回の透析を
導入するのではなく、週1～2回の透析あるいは腹膜透析

で腎不全状態を改善させることが可能になっています。
日本の血液透析は透析施設に通院するスタイルが一

般的で、交通手段に制約のある高齢者にとっては通院が
大きな負担になっています。当院では透析回数を減らす
ことで、通院の負担をとるような配慮を行っています。

以上、述べてきましたように、当院は、患者さんの病状・
生活環境に応じたテーラーメードの透析医療を提供する
よう心がけています。
そして、これらの医療を通じて患者さんが質の高い人
生を送れるよう一層支援して参ります。
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オーバーナイト透析による
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˔オーバーナイト透析とは
深夜時間帯の睡眠時間を利用して行う長時間透析で

す。8時間透析ですが、夜間の就寝中行うため十分な透
析を無理なく行うことができます。身体に蓄積された尿毒
素や水分を、ゆっくりと時間をかけながら除去するため身
体への負担が少なく、血圧の安定やお薬の減量、貧血の
改善が期待できる透析方法です。
これまで仕事と治療の両立で苦労されていた方や、もっと
日中の時間を活用したい方、負担のない長時間の透析を
希望されている方にとって、とても有意義な透析方法です。

˔オーバーナイト透析の流れ
21～22時の間に透析を開始し、22時30分消灯で翌朝

の5～6時に透析を終了します。8時間と聞くと気が遠くな
るように感じられると思いますが、実際の体感時間は、そこ
まで長く感じられません。睡眠と透析を同時に行うため、
日中の時間が有効に活用できます。
現在、オーバーナイト透析を受けられている患者さんは、
21時30分頃来院され治療を開始、6時過ぎには治療が終
わります。その後、一度自宅に帰り家族と一緒に朝食を済

ませ仕事に出かける方や、朝の交通ラッシュを避けて、病
院から直接職場に向かわれ、職場で少しゆっくりと時間を
過ごし、仕事に就かれる方もいらっしゃいます。

˔期待される治療効果
通常の透析では除去されにくい物質、毒素を除去でき
る（痒みやムズムズ感の解消）
血圧の安定（降圧剤の減量や不要）
貧血の改善（造血剤の減量や不要）
栄養状態の改善（筋肉量の増加や体脂肪の減少）

˔日常生活でのメリット
睡眠時間を利用し透析することで、日中の時間を自由
に使える
食事制限がやや緩やかになり、しっかり食事が摂れ、
活力が出てきた

定時まで仕事ができ、自宅で夕食・入浴を済ませて来
院できるようになった

夕方、子供の習い事の送迎や家族そろっての食事が
摂れるようになった など

透析日の生活パターン例

オーバーナイト透析

夜間透析
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˔オーバーナイト透析のデメリット
透析（針や機器）が気になって眠れない
夜中に家を不在にする など

˔費用について
保険請求は通常の血液透析と同じになりますので、別
途、治療費用がかかることはありません。ただし、設備使
用料などのご負担をお願いする場合もございます。

˔注意していただきたいこと
オーバーナイト透析と通常の透析を併用することはでき
ません
体調不良がある場合は、オーバーナイト透析は出来ま
せんので、直ちに病院へ連絡してください

来院が遅くなる時は、必ず連絡してください
治療前の飲酒は慎んでください
臨時透析でのオーバーナイト透析はお受けできません

˔オーバーナイト透析の適応とは
透析治療中の状態が
安定している方が対象
で、原疾患や合併症の
有無により可能かどうか
決定します。また、検査
などで午前中の外来を
受診していただく場合も
有ります。したがって、
すべての方が適応となる
訳ではありません。詳し

くは、当院血液浄化療法センター担当者までお問い合わ
せ下さい。

当院での治療成績
（H28年11月末現在 施行中の患者4名）
薬剤の変化

InBody結果1例 (kg)

オーバーナイト専用透析室

ESA製剤リン吸着薬降圧剤薬剤
１名１名変わらない

1名使用していない
3名3名3名減量

増量

ESA製剤骨格筋DW
26.636.991.5導入前
24.837.690.5導入1年後
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特集
3 Feature 質の高い運動療法
健康運動指導士による

―健康運動指導士とは―
健康運動指導士は、
主にスポーツクラブや保
健所・保健センター、病
院・介護保険施設など
で活躍しています。具
体的には、人々の健康
を維持・改善するために
個々の心身の状態に応
じて、安全で効果的な
運動を実施するための
プログラムの作成や指
導を行っています。
近年、透析患者の高齢化や透析期間の延長により、体

力・筋力低下している患者さんが多くみられ、『運動療法』
は、それらを予防する上で非常に重要な要素です。当院
では、平成27年4月よりリハビリテーション部に健康運動指
導士が配属され、様 な々運動指導を開始しました。

―当院での活動内容―
˔透析外来
外来透析患者さんの個 に々合わせた運動プログラムの
作成やセルフエクササイズの指導を行い、体力・筋力の
維持・向上を目標に積極的なサポートをしています。また、
運動習慣を身に付け継続していただき、身体活動量が低
下しないように日常生活の中で出来る運動の指導もして
います。

˔教育入院
糖尿病で教育入院の患者さんに対して、血糖値の改
善や運動習慣をつけることを目標に運動指導をしていま
す。まずは、運動の種類や効果に加えて楽しさを伝える
ことで、運動に対する意欲の向上を促しています。次に、
実際に一緒に身体を動かしてもらうことで、更なる理解を
深め、データを見ながら改善することを実感していただき
ます。退院時には、自宅でも実践してもらえるような資料

を作成し、継続で
きるよう指導して
います。現在は、
糖尿病患者だけ
ではなく、慢性腎
不全患者の教育
入院でも指導を
始めています。
当院で開催している公開講座では、講演の合間で健

康運動指導士が先導して岡山市が考案したOKAYAMA
市民体操を行い、各教室の最後にホームエクササイズの
紹介を行うなど、多方面で活躍をしています。

˔学会大会での発表
平成28年10月22、23日の2日間で兵庫大学にて開催

された第14回日本運動処方学会大会に参加し、学会賞
（小野三嗣賞）に選ばれ、大変貴重な経験をさせていた
だくことができました。

˔今後の展望
今後の新しい取り組みについては、血液浄化療法セン

ターの待合所にあるテレビ画面を通して、体操や運動の
紹介を患者さんに向けて行っていく予定です。その目的
は、一人で運動することや家で運動することがなかなか
継続出来ない方に、少しでも運動していただく機会を作り、
運動の大切さ・楽しさを知ってもらうきっかけになればと考
えております。また、健康運動指導士が運動についての
アドバイスや質問にも答え、患者さんが日常生活を楽しく
長く過ごせるお手伝いをしていきたいと考えています。
しっかり運動したいという方は、個別での対応もできます
ので、是非声をかけてください。2017年の春頃を目標に
計画を進めていますので、
よろしくお願いします。
当院の健康運動指導士
三田静香（みたしずか）
隠木 彩（いんきあや）

公開講座の講演の合間に行っている運動指導
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11月11日（金）から19日（土）まで、当院外来
棟1階エレベーターホールで「糖尿病予防の展
示会2016」を開催しました。
11日と12日は、健康相談や健康チェックなど

ご希望される方に無料で行いました。また、12
日には13時30分より糖尿病の治療や予防に関
するテーマで「公開講座」も同時開催しました。
平成29年度も「慢性腎臓病予防の展示会」

「生活習慣病予防の展示会」「糖尿病予防の展
示会」など同様な展示会を企画しています。ど
うぞ皆さまの健康の増進にご活用ください。

冬に入り、県内各地でマラソン大会が毎月の
ように開催されています。
当院のマラソン好きの職員達も数々の大会に
出場し、皆さまのご声援のおかげで、いずれの
大会も好成績を残すことができました。またお
かやまマラソンでは、当院の真鍋副院長が走行
中に緊急事態が発生した場所に遭遇した際、
救護スタッフの補助を行うという役目を持つドク
ターランナーとして出場し、周囲に気を配りなが
らも完走しました。
このように地域で開催するスポーツの運営に
おいても、当院は積極的に協力して参ります。

公開講座
すこやかに生きるために
OpenLectureSchedule

Information 会場&お問合せ
重井医学研究所附属病院
重井医学研究所 講義室
〒７０１-０２０２岡山市南区山田２１１７
TEL０８６-２８２-５３１１／FAX０８６-２８２-５３４５

入場無料／申込不要
駐車場有／無料ミニ健診
時間 13:30-15:00

新任医師の紹介
山本直樹（やまもとなおき）

【メッセージ】
この病院だからこそできる患
者さんを中心にした各業種のス
タッフの顔が見える関係での診
療の中で、私もその一員としてしっかりと患者さんをサ
ポートできるように、診療をしていきたいと思っています。
【専門】
日本内科学会 認定内科医
日本消化器病学会 消化器病専門医
日本消化器内視鏡学会 消化器内視鏡専門医・指導医
【外来診療担当日】
内科外来：水・土

1/28⬕
発達障害児と共に
～子どもたちの笑顔から見る療育の取り組み～
講師|重井医学研究所附属病院

小児療育部 日笠 智美&安田 壽

Lecture7

3/11⬕
第⚑部 腎を悪くしないために
第⚒部 ちりも積もれば節塩生活
講師|第⚑部：医師 ／ 第⚒部：管理栄養士

Lecture8

2�17

世界腎臓デー記念講座
展示会も併設して開催予定

「
」

「
」
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受付時間 ⚘：⚓⚐～⚑⚒：⚐⚐（再診の方は、再来受付機にて午前⚘時より受け付けています）
⚑⚓：⚓⚐～⚑⚗：⚐⚐

診察時間 ⚙：⚐⚐～
⚑⚔：⚐⚐～ 予約専門外来は⚑⚓：⚓⚐から

休 診 日 木曜・日曜・祝日
（夜間や休日の急病の場合は、あらかじめ電話で対応可能かどうかのお問い合わせをお願いいたします）

平成29年1月20日発行 発行通巻172号 重井医学研究所附属病院 発行人／福島正樹 編集人／地域連携広報委員会 印刷・製本／株式会社中野コロタイプ

重井医学研究所附属病院
〒701-0202岡山市南区山田2117
TEL086-282-5311／FAX086-282-5345
http://www.shigei.or.jp/smrh/
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しげい病院
重井医学研究所附属病院
重井医学研究所
岡山しげい訪問看護ステーション
岡山しげい居宅介護支援事業所

倉敷しげい訪問看護ステーション
倉敷しげい居宅介護支援事業所
重井薬用植物園
倉敷昆虫館
健康増進施設 はぁもにぃ倉敷
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ۚਫՐ݄
真鍋 康二
（総・肝・糖）真鍋 康二

（総・肝・糖）

休 診

荒木 俊江
（総・糖）大森 一慶

（総・糖・腎）

真鍋 康二
（総・肝・糖）糖尿病・肝臓

（生活習慣病）

午前

内 科

荒木 俊江
（総・糖）

池田 弘
（肝）

大森 一慶
（総・糖）

福島 正樹
（腎）

福島 正樹
（腎）

福島 正樹
（腎）―福島 正樹

（腎）（紹介・初診のみ）腎臓

岡 優子
（総・消）岡 優子

（総・消）
山本 直樹
（総・消）

西山 仁樹
（消）

藤本さおり
（総・消）消化器

藤本/山本
（総・消）

★総：総合内科 腎：腎臓 肝：肝臓 糖：糖尿病 消：消化器
★健診は、西山仁樹（月・火・水・金・土）が担当しています

交代医師交代医師

休 診

交代医師交代医師交代医師一般外来

午後
―――

（糖尿病）
真鍋 康二
荒木 俊江

肝臓・
生活習慣病
池田 弘

専門外来
（予約）

――休 診―腎臓・内科一般
瀧 正史―午前名誉院長外来

瀧 正史虫明 亨祐

休 診

虫明 亨祐虫明 亨祐瀧 正史
午前

小児科 虫明 亨祐川田 珠理今村 昌司今村 昌司虫明 亨祐
交代診療
予防接種交代診療交代診療

予防接種
交代診療
予防接種

交代診療
予防接種午後

今村 昌司今村 昌司川田 珠理川田 珠理今村 昌司午前
完全予約制小児療育

今村 昌司今村/川田赤池/川田川田 珠理今村 昌司午後
完全予約制

★小児療育は初診の方は完全予約制（火曜・水曜午前中）です。予め電話での予約をお願いします。
他の曜日に来院されてもお帰りいただく場合がございます。ご了承下さいますようお願いします。

平松 聡平松 聡
休 診

平松 聡平松 聡櫻間 教文午前外科

櫻間 教文櫻間 教文櫻間 教文櫻間 教文櫻間 教文午前
ダイアライ
シスアクセス
専門外来

★ダイアライシスアクセス専門外来は、完全予約制です。予め電話での予約をお願いします。
★時間外でも可能な限り対応いたします。電話でお問い合わせ下さい。

―岡山大学休 診―――午後泌尿器科
（予約）

――休 診太田 知子太田 知子―午後皮膚科

――休 診――第4月曜日
岡山大学午後眼 科

（ ）

In form ation

妹尾

庭瀬

古
新
田

妹
尾
西

備中箕島早島

ロイヤル
ホスト
ロイヤル
ホスト

マクド
ナルド
マクド
ナルド

流通センター
コンベックス
流通センター
コンベックス

ラウンド
ワン
ラウンド
ワン

ローソンローソン

61

73 2

早
島
中

無
津
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